
■中部の資源を活かした国内外の多様な交流の拡大

■世界のモノ作りの中心地としての産業競争力の強化

■持続可能な環境共生社会を実現する環境圏域の形成

■誰もが生き生きとして暮らせる地域社会の実現

■災害に強い安全・安心な地域づくり

計画の基本的考え方（案）
世界の潮流

世界規模の人口の増加／食糧、水、エネルギー需要の急増／
経済・文化のグローバル化／東アジア諸国の経済発展／地球
温暖化などの環境変化／地域紛争・事件等不安定要素の存
在／高度情報化の進展

日本の潮流

人口減少、少子高齢化の進展／大規模災害等への不安／地
域格差、所得格差の増大／環境意識の向上、環境負荷低減
への取組／／若年層の就業問題、高齢者の雇用問題／ライ
フスタイル、価値観の多様化／多様な主体の増加／既存ス
トックの老朽化

中部の発展目標・発展戦略

将来像の実現

日本の「まんなか」から世界の「まんなか」へ

［ 発 展 目 標 ］

資料３

［ 発 展 戦 略 ］

視点、留意点

持続性

戦略性

効率性

まんなか

中
部
の
強
み

中
部
の
弱
み

・不十分な国内外交流

・首都圏、近畿圏の狭間

・低い知名度

・伊勢湾、都市河川の環境悪化

・大都市地域と地方との格差の顕在化

・懸念される大規模災害

・国土軸の結節点（東西南北連携）

・首都圏、近畿圏と隣接

・分散型の地域構造

・交通ネットワークの進展

・「モノ作り」産業の集積地

・豊かな経済力

・愛・地球博の理念の継承

中部圏広域地方計画の方針（案）

施策の基本的方向（案）

交流・連携

産業

安全・安心

暮らし

環境

［ 将来像実現に向けた計画の基本方針 ］

モノ作りを基軸とした産業の持続的発展を通じ、「都市力・地域力の向上」を図る。

時
代
の
潮
流

中
部
の
現
状

中
部
の
発
展
目
標
・
戦
略

施
策
の
実
施

将
来
像

日本の「まんなか」である中部

持続可能
な発展

潮流の活用
「新たな公」等

選択と集中

中枢性、
拠点性向上

交流・
連携

産業

安全・
安心

賑わい溢れる圏域賑わい溢れる圏域

活力を持続する圏域活力を持続する圏域

豊かさを享受できる圏域豊かさを享受できる圏域

災害に強い圏域災害に強い圏域

暮らし

持続可能な環境圏域持続可能な環境圏域環境

・国内外交流の拡大
東アジアとの連携強化／国際観光、産業観光の活性化／
国際コンベンションの誘致

・大都市地域の機能強化
・地方都市、中山間地域の持続的発展

・新しいモノ作り産業の創出・誘致
産官学連携の強化／産業クラスターの形成／
環境配慮型産業への進化

・産業基盤の強化
シームレスな交通ネットワークの形成／水・電力等の安定供給
／高度情報インフラの整備

・地域産業、農林水産業の持続的発展

・自然環境の保全・形成・継承
・産学官民一体による環境都市圏づくり

・リダンダンシーの確保
ダブルネットワークの形成／災害発生時のバックアップ機能強化

・克災対策の推進
・安全・安心な生活環境の実現

・生き生き暮らせる地域社会の実現
・多様な主体による地域づくりの推進


